
総合化学院および関連する工学研究院・工学院・工学部，理学研究院・理学院・理学部の沿革 
 

 工学研究院・工学院・工学部 理学研究院・理学院・理学部 
大正13年 北海道帝国大学に工学部設置  

昭和5年  北海道帝国大学に理学部設置 

化学科に化学第一（のち物理化学）・化学第二（の

ち分析化学）・化学第三（のち生物化学）の各講

座設置 
昭和14年 燃料工学科設置  
昭和21年 燃料工学科を応用化学科に改称  
昭和22年 北海道帝国大学を北海道大学に改称 
昭和24年 新制の北海道大学大学院設置 
昭和28年 大学院工学研究科設置、応用化学専攻設置 大学院理学研究科設置、化学専攻設置 
昭和35年 合成化学工学科設置  
昭和38年  化学第二学科設置 
昭和39年 合成化学工学専攻設置  
昭和42年  理学研究科に化学第二専攻設置 
昭和51年 北海道大学創基百周年記念式典実施 
平成5年  大学院地球環境科学研究科の設置に伴い、化学科

環境化学講座の一部、生物学科及び高分子学科の

一部が同研究科に移行 
平成6年 金属工学専攻、応用化学専攻、合成化学工学専

攻を物質工学専攻、分子化学専攻に改組 

金属工学科、応用化学科、合成化学工学科を材

料工学科、応用化学科に改組 

 

平成7年  化学専攻と化学第二専攻を再編成し、新たな化学

専攻設置 

分子構造化学、物性解析化学、機能分子化学、生

命分子化学、分子変換化学の５大講座と超分子化

学（電子科学研究所）、生体防御化学（免疫科学

研究所）の２協力講座設置 

化学科と化学第二学科を再編成し、新たな化学科

設置 
平成14年  化学専攻に触媒化学（触媒化学研究センター）の

協力講座設置 
平成17年 
 
 
 
 
 
 

物質工学専攻、分子化学専攻を有機プロセス工

学専攻、生物機能高分子専攻、物質化学専攻、

材料科学専攻に改組 

有機プロセス工学専攻に触媒物質化学（触媒化

学研究センター）とエネルギー変換システム（エ

ネルギー変換マテリアル研究センター）からな

る物質変換工学講座を設置 

材料工学科、応用化学科、応用物理学科を応用

理工系学科に改組 

 

平成18年  理学研究科を「理学研究院」と「理学院」に改組 

理学研究院に化学部門を設置 

理学院に化学専攻を設置 
平成20年  理学院の化学専攻に大学院連携分野として先端機

能化学分野（（独）物質・材料研究機構）を設置 

理学研究院に元素戦略教育研究センター（研究院

内措置）を設置 
平成22年 工学研究科を「工学研究院」と「工学院」・「総

合化学院」に改組 

 

 工学研究科の有機プロセス工学専攻、生物機能高分子専攻、物質化学専攻の大学院教育と理学院化

学専攻が統合して総合化学院を設置 

鈴木章北海道大学名誉教授 ノーベル化学賞授賞 
 


